
太
陽
光
発
電
は
F
I
T
制
度
に
後
押
し
さ
れ

て
急
速
に
拡
大
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は

自
然
環
境
破
壊
を
伴
う
よ
う
な
開
発
が
問
題

視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
開
発
適
地
が
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
環
境
省
が
毎
年
取
り
ま
と
め
て

い
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
ゾ
ー

ニ
ン
グ
基
礎
情
報
」
に
よ
る
と
、
家
屋
や
公

共
施
設
等
の
屋
根
を
活
用
す
る
だ
け
で
も
太

陽
光
発
電
を
さ
ら
に
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
こ

と
が
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
取

り
上
げ
ま
せ
ん
が
、
耕
作
放
棄
地
や
一
般
農

地
の
活
用
も
有
望
で
す
。

屋
根
置
き
型
の
太
陽
光
発
電
の
２
０
２
０

年
３
月
末
時
点
で
の
導
入
量
は
１
４
・
５
G

Ｗ
で
す
（
野
立
て
型
は
約
４
１
・
３
G
Ｗ
）
。

一
方
、
右
述
の
環
境
省
の
基
礎
情
報
で
は
、

事
業
採
算
性
を
考
慮
し
た
屋
根
置
き
太
陽
光

発
電
の
導
入
可
能
量
は
、
戸
建
て
住
宅
７
９

G
Ｗ
、
共
同
住
宅
３
０
G
Ｗ
、
公
共
建
築
物

１
４
G
Ｗ
、
工
場
・
倉
庫
等
２
３
G
Ｗ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
は
２
０
３

０
年
時
点
で
３
６
～
６
２
G
Ｗ
、
太
陽
光
発

電
協
会
（
J
P
E
A
）
は
２
０
３
０
年
時
点

で
４
７
・
５
G
Ｗ
、
２
０
５
０
年
時
点
で
は

１
４
７
G
Ｗ
の
屋
根
置
き
太
陽
光
の
導
入
が

可
能
と
主
張
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
れ
ば
、

コ
ス
ト
低
減
が
続
く
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
と
相

ま
っ
て
、
屋
根
置
き
太
陽
光
発
電
は
飛
躍
的

に
拡
大
す
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
２

０
１
９
年
度
の
導
入
量
は
、
戸
建
・
共
同
住

宅
で
約
０
・
８
G
Ｗ
（
約
15
万
件
）
、
非
住

宅
屋
根
で
約
０
・
２
G
Ｗ
（
約
８
千
件
）
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
生
活
に
よ
り
身
近
な

住
宅
の
屋
根
置
き
太
陽
光
の
普
及
が
停
滞
し

て
い
る
要
因
と
そ
の
打
開
策
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

新
築
住
宅
の
場
合
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
併
設
し
て
も
住
宅
建
築
費
の
総
額
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
実
際
に
は

普
及
が
滞
っ
て
い
る
の
で
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
導
入
義
務
化
、
少
な
く
と
も
導
入

の
効
果
と
費
用
な
ど
に
つ
い
て
の
施
工
店
に

よ
る
施
主
へ
の
説
明
の
義
務
化
、
と
い
っ
た

追
加
的
な
政
策
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
初
期
費
用
が
高
い
既
築
住
宅
へ
の
屋

根
置
き
太
陽
光
発
電
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

家
主
が
初
期
費
用
を
負
担
せ
ず
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
で
き
る
「
第
三
者
所
有

モ
デ
ル
」
を
提
案
す
る
企
業
、
N
P
O
も
現

れ
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
三
者
所
有
モ
デ
ル
で
は
、
家
主
は
屋
根

を
第
三
者
た
る
太
陽
光
発
電
事
業
者
に
貸
す

こ
と
で
太
陽
光
由
来
の
電
力
を
初
期
費
用
ゼ

ロ
で
利
用
す
る
一
方
、
事
業
者
は
家
主
へ
の

売
電
と
余
剰
電
力
の
電
力
会
社
へ
の
売
電
に

よ
る
収
入
で
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

費
用
を
回
収
し
ま
す
（
図
２
参
照
）
。

家
主
は
日
中
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
安
い

電
力
を
利
用
し
、
曇
天
時
や
夜
間
に
不
足
す

る
電
力
は
電
力
会
社
か
ら
購
入
し
ま
す
。
契

約
期
間
（
10
年
程
度
）
が
満
了
す
れ
ば
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
家
主
の
も
の
に
な
り

ま
す
。

(

次
回
に
続
く)
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関
根
創
太

ま
だ
ま
だ
膨
大
な
太
陽
光

発
電
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

※国内の太陽光発電導入可能量に基づく年間発電可

能量（約5,041億kWh）は、国内電力需要（8,771億k

Wh）の６割弱に相当

※埼玉県内の太陽光発電導入可能量に基づく年間

発電可能量（約159億kWh）は、県内電力需要（384

億kWh）の約４割に相当

図１.令和元年度再エネゾーニング基礎情報等報告書

巻末資料１のP4に追記

図2.第三者所有モデルの仕組み

初
期
費
用
ゼ
ロ
の

第
三
者
所
有
モ
デ
ル

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

は
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
し
て
い

く
た
め
に
も
緊
急
の
課
題
で
一
層

の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
持
続
可
能
な
発
展
を
め

ざ
す
は
ず
の
取
り
組
み
も
、
残
念

な
が
ら
ル
ー
ル
や
環
境
に
対
す
る

規
制
が
不
十
分
な
中
で
、
利
益
追

求
を
優
先
し
て
山
や
森
を
破
壊
し

て
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
動

き
が
後
を
た
ち
ま
せ
ん
。

県
内
で
も
比
企
丘
陵
を
中
心
に

乱
開
発
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
事
業
そ
の
も
の
が
計
画
の

段
階
か
ら
情
報
を
公
開
し
な
い
で

事
業
者
の
み
で
お
こ
な
わ
れ
、
自

治
体
、
地
域
住
民
、
自
然
保
護
団

体
な
ど
広
く
関
係
者
が
関
わ
る
場

か
ら
締
め
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

問
題
が
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
が

積
極
的
に
関
わ
り
環
境
保
全
と
地

域
経
済
へ
根
付
い
た
形
で
取
り
組

め
ば
乱
開
発
を
防
い
で
い
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。現

在
、
荒
廃
農
地
面
積
28
万
㌶

だ
け
で
も
、
１
２
０
０
㎡(

０
・
12

㌶)

当
た
り
５
０
ｋ
Ｗ
と
し
て
、
１
・

17
億
ｋ
Ｗ
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
が
可
能
で
す
。
日
本
の
電
力

は
、
最
大
で
も
１
・
８
億
ｋ
Ｗ
ほ

ど
で
、
荒
廃
農
地
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
で
、
ピ
ー
ク
電
力
の
65

％
を
カ
バ
ー
で
き
る
計
算
で
す
。

発
電
電
力
量
で
は
、
１
２
８
０

億
ｋ
Ｗ
h
で
、
日
本
の
電
力
需
要

１
兆
ｋ
Ｗ
h
の
12
・
８
％
で
す
が
、

４
０
０
万
㌶
の
耕
地
面
積
の
半
分

が
仮
に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

に
な
れ
ば
８
３
０
０
億
ｋ
Ｗ
h
で
、

日
本
の
電
気
の
大
半
を
ま
か
な
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

山
や
森
を
乱
開
発
で
破
壊
す
る

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
日
本
に
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

地球温暖化を防止し、原発に依存しない持続可能な社会の実現めざして
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メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
は
必
要
な
の
か

ポイント

①
再
エ
ネ
な
ら
な
ん
で
も
い
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
乱
開
発
を
規
制
す
る
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
強
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

③
超
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
な
く
て
も
、
日
本
の
電
気
は
ま
か
な
え
ま
す
。

埼 玉自然エネルギー

協 会理事 佐藤利昭

NPO法人埼玉自然エネルギー協会
第９回総会のご案内

２０２１年６月１２日(土)
総会 午後１時から２時
記念講演 午後２時１5分～
「 気 候 危 機 打 開 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー

ト ラ ル へ の 課 題 」
～市民・地域主導で自然エネルギー

100%社会をめざそう～

講師 和田 武先生
元日本環境学会会長、元立命館大学教授

リモートでの講演です。

会場 コープみらい

コーププラザ浦和大会議室(３階)
さいたま市南区南本町2-10-10

耕地面積

４４４万ha

うち田

２４２万ha

うち畑

２０２万ha

荒廃農地

２８万ha

日
本
の
女
性
の
非
正
規
雇
用

の
割
合
は
４
８
・
５
％
。
多
く

は
時
間
給
で
あ
り
、
そ
の
時
間

給
は
最
低
賃
金
に
近
く
、
期
末

手
当
な
ど
は
な
い
。
交
通
費
は

何
と
か
支
払
わ
れ
る
が
、
食
費

は
自
費
、
契
約
は
長
く
て
１
年

単
位
、
次
の
年
に
賃
金
が
上
が

る
こ
と
は
ま
ず
な
く
、
失
業
手

当
も
出
な
い
。
問
題
は
非
正
規

雇
用
で
あ
る
限
り
そ
れ
が
い
つ

ま
で
も
続
く
こ
と
だ
。
年
を
へ

て
女
性
が
年
金
を
取
得
で
き
る

段
階
に
な
っ
て
、
無
年
金
、
あ

る
い
は
生
活
で
き
な
い
低
年
金

と
な
る
。
国
会
議
員
の
割
合
な

ど
、
他
の
指
数
も
入
れ
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
世
界
で
何
と
１

２
０
位
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
現
在
の
日

本
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
教
育

費
の
割
合
も
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
35
か
国

中
で
最
下
位
。
報
道
の
自
由
度

67
位
。
人
口
に
対
す
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
４
月
５
日
現
在
０
・

76
％
、
60
位
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実

施
数
は
１
５
９
位
（
昨
年
７
月
）
。

世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
だ
が
核

兵
器
禁
止
条
約
に
賛
成
し
た
１

２
２
か
国
（
２
０
１
７
年
７
月

７
日
国
連
会
議
）
に
も
入
っ
て

い
な
い
。
気
候
危
機
の
中
で
火

力
発
電
所
を
新
増
設
し
原
発
依

存
を
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

多
く
の
点
で
後
進
国
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
１
位
の
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
の
駐
日
大
使
は

「
以
前
は
男
性
優
位
の
社
会
。

１
９
７
５
年
男
女
平
等
を
求
め

て
女
性
市
民
が
大
規
模
な
ス
ト

ラ
イ
キ
と
デ
モ
を
行
っ
た
。

２
０
０
０
年
に
は
父
親
も
参

加
す
る
育
休
制
度
を
導
入
」
と

語
っ
て
い
る
。

日
本
は
今
、
後
進
国
で
あ
る

こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
が
大

き
く
変
え
る
機
会
が
や
っ
て
き

た
。
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
ぜ

ひ
総
選
挙
に
勝
利
し
希
望
の
持

て
る
政
治
に
し
た
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
１
２
０
位
か
ら
の
脱
出
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